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•福島セッションが行われた背景 

•福島セッションの内容 

•ポスターセッション18（健診）

本日の内容

⚪ 第68回日本甲状腺学会（郡山市）



第68回　日本甲状腺学会　 
2025.11.27~29 

　　　 
学会会場　 

福島県郡山市　ホテルはまつ



会長講演・福島セッション

福島国際専門家会議でも同様だったが、ここで話す内容は
個人の見解で所属機関の公式見解ではないと、、、 

学会で所属を記載した講演が公式見解ではないという謎



志村氏 
このセッションは評議委員会である方から、過剰診断を
ディスカッションする機会を作るよう言われて開催する
ことになった。幅広い意見を聞く場にしようと考えてい
たが、言い出した方が登壇を断られたので医大の3名の
医師で行うことになった。



提案しておきながら、オファー断った人は誰？ 

大津留氏に話を聞いたが、 
「オファー受けていない」 
「オファーきた時にはこの
企画を予定していた」 
「セッションの企画段階か
ら参加できなかった」



福島セッション 

過剰診断に関するセッションというとことで、私も楽し
みにしていたのだが、急遽欠員が出たということで「お
前がやれ」ということで、甲状腺検査を含めて県民健康
調査の全般を話すことになった。当初は厚労省の管轄で
岩手・宮城・福島を同じ基準で評価する予定であった。
しかし、福島での最大の課題は放射線影響であるため、
監督官庁も環境省であることから、この仕組みからは離
脱して県民健康管理調査を行うことになった。

環境基本法に放射性物質が含まれるようになったのは、 
2012年6月原子力規制委員会設置法成立以降



安村氏はどちらのセッションも、「お前がやれと言われ
たから、、、」と言って、話し始めた。 
ポスターセッションは体調不良で代役ということだった
が、福島セッションも代役だったらしい。



福島セッション 

安村氏は講演で、３県調査の結果として4,400人を検査
した結果、１例の甲状腺がんが発見されたことに関し
て、『2014.3.18朝日デジタル・大岩ゆり氏の記事を引
用し、環境省は「今回の調査により、症状のない子ども
を検査すると、被曝とは関係なく、がん登録よりもがん
が多く見つかることが確認できた」としている。』とい
う形で引用。



安村氏の講演への質問 

黒川眞一氏：３県調査は4500人という規模の検査のた
め、1例のがんが発生したとしても統計的には何も言っ
ていることにならないのでは？ 

安村氏回答：１例発見した事実を伝えただけ 

その後のやり取りで安村氏からは、「１例は統計的な有
意差があるとは言えないが、統計的有意差以外のことも
話しても悪いことではない。」というニュアンスの話が
あったとのこと。



横谷氏の講演への質問 

崎山氏：検査２回目で71名発見されているが、その中で
前回検査A１判定が33人いたが、これは2年の間に何も
ないところから手術の必要ながんが発生したと考えられ
るのでは？ 

横谷氏回答：A1判定でも元々そこにがんがあったが、
エコーでは検出できない状態だったものが、2年後に見
えるようになってきたものである。





第4回甲状腺検査評価部会（2014.11.11）議事録 
（当時国立がん研究センター・津金昌一郎部会員） 
18歳以下の甲状腺がんが 100 人を超えて診断されている現状
は基本的には何らかの要因に基づく 過剰発生が起こっている
か、将来的に臨床診断されたり死に結びついたりすることがな
い、いわゆるがんを多数、過剰診断ですね、いずれかで考えな
いといけないんではないかなと。 

今回の検査がなければ１～数年後に臨床診断されただろう甲状
腺がんを早期に診断したことによる上乗せ、これはいわゆるス
クリーニング効果なんですけども、それだけで解釈することは
どう考えても多すぎて困難であろうということです。



先行検査で116名の甲状腺がんが発見される

検査2回目で71名の甲状腺がんが発見される！

ハーベスト効果がない

過剰診断　＜＜　早期発見

線量推計で過小評価

過剰診断肯定派

福島県立医大・検討委員会

放射線誘発
市民科学者など

過剰診断　＞＞　早期発見
福島県立医大・検討委員会



初期被ばくはチェルノブイリと比べると大した量ではなかった

放射線由来の癌は発生しない

YES NO

放射線由来の癌があるだろう

甲状腺がん多数の理由

過剰診断 過剰診断・早期発見

過剰診断肯定派 福島県立医大・検討委員会

YESYES

放射性誘発

市民科学者など



座長：熊谷氏

安村氏 種市 濱岡氏崎山氏 牛山氏黒川氏


